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DuMA ニュースレター                                 2019年 11月 18日 

山梨県が富士山噴火に備え 全国初の火山の専門知識持つ職員を採用へ 

 山梨県は火山の専門知識を持つ人材を来年度から行政職員として採用する事になり、募集を開始し

ました。これは「火山防災職」という職種だそうです。 

この試みは火山専門の職員を自治体に配置しようという全国で初めての取り組みです。山梨県に限ら

ず、火山の専門知識を持っている職員は自治体レベルではほとんど在籍していません。これまでは富

士山の噴火に備えた防災対策などについては、職員が研究者から助言を受けるなどして対応していま

した。しかし人事異動などで担当者が変わるたびに噴火時の対応などを学び直さなければならないなど、

知識の引き継ぎに問題がありました。このため山梨県は、火山に関連した科目を大学院で専門的に学

び、火山防災などの知識を持つ人材を来年度、行政職の職員として１人採用することになったのです。

これは英断です。 

 自治体に火山専門の職員を配置することの必要性は、2014 年に 63 人が犠牲となった御嶽山の噴火

以降、強く指摘されるようになりました。この噴火の前、気象庁は御嶽山の地下で地震が増加していたこ

とから、「解説情報」という情報を発表していました。しかし、防災行動を示した「噴火警戒レベル」とは異

なり、この情報をどう受け止めるべきか、自治体の職員では判断が難しかったのが実情だったのです。

現在も全国の火山でその状況は変わっていません。さらに多くの自治体では２年から３年程度で異動が

あり、火山防災の担当職員も変わってしまう事が普通で、多くの課題が残されているのです。 

 

日本列島陸域の地下天気図® 

 １０月１４日のニュースレターに引き続き、日本列島の主に陸域に特化した地下天気図解析です。今

週は１１月１５日時点の LタイプとMタイプの２種類の地下天気図をお示しします。また同時に前回お示

しした１０月１０日時点のものも再掲します。 

 今回の最新の解析で、１０月の段階とかなり変化があったのは秋田沖の静穏化と埼玉県を中心とする

関東中部での静穏化異常が消失している事です。 

 埼玉県を中心とする異常は関東地方に特化した解析でも、東北地方海域地域を主なターゲットとする

解析でも見えており、この静穏化は本物である可能性が高いと考えています。 

 今回の解析だけでなく、現時点のこれまでの解析結果から、地下天気図解析で地震発生の可能性が

高い地域は以下の３地点がまず上げられます。 

 

１） 北部九州から山口県にかけての地域 

２） 秋田県沖を中心とする日本海東縁の地域 

３） 埼玉県を中心とする地域（東京都、千葉県および茨城・栃木・群馬の南部を含む） 

とまとめる事ができると思います。 
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１１月１５日時点の最新の地下天気図 

 

 

 

前回紹介した１０月１０日時点の地下天気図 
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